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出席報告

会員数79名 出席数 51名 欠席数 21名

出席免除会員 7名（荒川(雄)君、笠井君、伊藤

(敬)君、村上君、田中君、戸田君、島君）

出席率 ７０．８３％

前回補正出席率 9/13 7７.７８％ 9/6 ８８.８９％

欠席者

足立君、藤尾君、深田君、秦野(愛)君、秦野(一)君、

細田君、池田君、岩崎(浩)君、河井君、小西君、

前田君、宮崎君、長棟君、村上(博)君、野津君、

尾沢君、高木君、田村君、寺崎君、内田君、八幡

君

ビジター

長田昭夫君（米子）

メーキャップ

新宮君、高林君（9/19G訪問）、新宮君、田中君

（9/21G訪問）、野坂(裕)君、前田君、深田君、橋谷

君（9/23５RCコンペ）、井上(清)君（9/26倉吉）

今週のお祝い

夫人誕生祝：2日井上博吉君、３日西上哲弘君、12

日長棟信泰君、19日細田耕治君、21日宮本守君、

24日村上一平君

スマイルＢＯＸ 20,000円 （累計389,000円）

夫人誕生祝：新宮君、村上(一)君、宮本君、西上君、

井上(博)君、本人誕生祝：井上(賢)君、専門学校米

子ビューティーカレッジ第２回制作発表会が無事、

超満員のもと終了致しました：小土井君、地区大会

への準備で皆様に大変お世話になり感謝申し上げ

ます：新宮君

会長挨拶

RIからの文書ですが、チャリティナビゲーター（米国

の慈善団体を評価する大手組織）がロータリー財団

に対して四ツ星評価をしました。18日は敬老の日で

したが、これは昭和２９年に“お年寄りの日”として制

定され、国民祝日法により昭和４１年に“敬老に日”

として祝日となりました。“敬老の日”は現在お元気

でおられるお年寄りを祝う日ですが、23日は秋分の

日で先祖を偲ぶ祝日です。2009年にはシルバー

ウィークとして長期の休日となるようです。秋分の日

（お彼岸）の食文化としては“おはぎ”ですが、春の

お彼岸は“ぼたもち”といいます。今日は彼岸の入り

ですが私は昨日３個食べて胃が不調となりました。

一般的にはご飯の外側にあんこのあるものが一般

的ですが、松江では中心にあんこで外側にもち米、

きな粉をまぶしたものを食べました。ところ変われば

食文化もかわるようです。

幹事報告

１．インターアクト鳥取県ブロック協議会のご案内

９月３０日(土） 15：00～17：00

倉吉シティホテルにて

２．地区米山奨学会学友総会のご案内

１０月２９日(日） 12：00～16：00

米子コンベンションセンターにて

３．例会変更通知

鳥取西RC １０月１３日（金） 夜間例会

※ビジター受付あり



次回プログラム

９月２７日 「鳥取県のマーケティング戦略」
鳥取県商工労働部
次長兼市場開拓監

米田 裕子 氏
１０月 ４日 「ロータリーの友」紹介

雑誌委員会 橋谷伊佐夫 君
「米山奨学生として（仮）」
米山奨学生 郭 懽慧 氏

プログラム

「地上波デジタル放送とその未来」

BSS山陰放送 技術局

次長 平尾 達志 氏

１０月１日から地上波デジタル放送が開始

されます。その特徴、魅力についてお話しま

す。米国では、１９９０年代前半にデジタ

ル・ハイビジョンが開始され、１９９０年代

後半には放送開始しています。日本では２０

０年に衛星放送がデジタル化されています。

その頃からE-Japan計画として地上デジタル

へのシフトが必要と考えられるようになりま

した。２００３年に東京、名古屋、大阪で開

始され、本年から山陰でも開始されることに

なりました。５年間は並行期間で両方が放送

されますが、２０１１年７月２４日には現在

のアナログ放送が中止されます。それまでの

完全移行を目指しますが、普及目標は４８０

０万世帯への放送と、１億台のテレビの普及

です。最近、デジタル受信機の売り上げが上

昇しています（特に液晶が増加しています）。

放送は最初松江と鳥取の２ヶ所の送信局から

２６万世帯に提供します（一部の地域）が、

２０１１年には全世帯への放送を予定して

１０月１１日 GSE歓迎会

１８日 特別同席例会

「地区大会について」

地区大会実行委員会

います。デジタル放送の特徴は、高画質・高音

質（サラウンドなど）、ゴーストの解消（画像

の安定）、電波の有効活用（電波の過密状況の

緩和）、データ放送（ニュース・天気予報な

ど）、双方向性放送（番組への参加など）、ワ

ンセグ（ワンセグメントの略：携帯・移動体端

末での受信可能）、マルチチャンネル（一つの

チャンネルに２つの番組：例えば、野球が伸び

ても同時に視聴可能）、電子番組（テレビで番

組表や内容説明などが見れる）などがあります。

視聴方法は、UHF受信用アンテナ設置とデジタ

ルチューナーの接続付属、ケーブルテレビと契

約などがあります。本日はありがとうございま

した。


